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～ はじめに ～

大事な家族であり、友人であり、恋人であり、パートナーであり・・・
私たちにとってかけがえのない存在であるペットたち。
「ペット」という言葉にも違和感を感じる方もいらっしゃるかと思いますが、
そのくらい、私たちにとっては大きな存在ですよね。

動物たちは、私たち人間よりも、早く終わりを迎えます。
その時は突然訪れることもありますし、
いつもいつも、納得のいく最期ではないかもしれません。
それでも、共に暮らした家族として、飼い主として、
人の最期と同じように、真心を込めたお別れをしたいものです。

そして、姿かたちが見えなくなっても、私たちにできることはたくさんあります。
生前の笑顔に会える場所を家の中に作ったり、
遺骨や毛を持ち歩いて、一緒にお出かけしたり・・・
これからもずっと、私たちと一緒に生き続けることができるのです。

残念ながら、ペットを供養すること、想い偲ぶことは、まだまだ一般的ではありません。
ペットロスが理解されずに、心無い言葉で傷つくこともあるでしょう。

ディアペットは、ペット供養を広めることで、ペットの命、動物たちの命を大切にし、
お互いをより思いやりながら共存できる社会になると信じています。
今日も、人も動物たちも、笑顔で過ごせるように。
皆さまの悲しみに寄り添いながら、サポートしていきます。

～この本について～
知っておきたいペット火葬についてや、供養の基本についてまとめました。
ペット供養や祈りの場について、日本で初めて提唱し、数万人のお声を聴いてきた
ディアペットだからこそ、皆さまにお伝えできることがあります。

ディアペットのスタッフは、全員が動物と暮らし、命の尊さを知っています。
ペットロスを経験した者も多くいます。
もしわからないことなどがありましたら、いつでもご相談くださいね。
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天国のすこし手前に「虹の橋」と呼ばれる場所があります。

動物たちは旅立った後、この虹の橋へ行くのです。

虹の橋のたもとには、緑が広がっていて、ごはんもお水もたっぷりあります。

そこではケガや病気も治り、元気な姿を取り戻して、優しいお日様の光の中で、

温かく心地よくたくさんの仲間たちと楽しく遊んでいます。

毎日幸せで、満ち足りているけれど・・・

大好きなあなたが、恋しくてたまりません。

ある日のこと

遊んでいたうちの１匹がふと立ち止まり、遠くを見つめています。

次第にその瞳はキラキラと輝き、希望と喜びに体が震え出します。

突然、緑の草原の上を駆けだします。

速く、それは速く、飛ぶように。

あなたを見つけたのです。

あなたたちは、虹の橋で再会を果たします。

２人は強く抱きしめ合い、幸福のキスがあなたの顔に降り注ぎます。

あなたは両手で、愛しいわが子の頭を何度も何度も撫でます。

そしてあなたは、信頼にあふれるわが子の瞳をもう一度のぞき込むのです。

あなたの人生から長い間失われていたけれど

その心からは一日も消えたことのなかったその瞳を。

それから、あなたたちは一緒に虹の橋を渡って天国へ行きます。

そしてもう２度と離れることはないのです…

虹の橋
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原作者：不詳
日本語訳：ディアペット

動物好きな人たちの間で有名な「虹の橋」のお話。
もともとは英文で、作者不明のまま広まりました。



～ お別れの準備 ～

①まずはご遺体をタオルやペットシーツの上に置いて、ご遺体をきれいにしてあげましょう。

②死後硬直が始まってきますので、もし足が伸びてしまっている場合やさしく折り曲げて内側に入れてください。

③暑い時期はご遺体が傷みやすいので、保冷剤をお腹に当てて涼しい部屋で安置しましょう。

　寒い時期も同様に、リビングなどの暖かいお部屋ではご遺体が傷みますので、保冷剤をあてましょう。

お別れの時がきてしまったら…

COOL

ペット棺/燃える箱 タオル/シーツ 新聞紙 保冷剤 供花

新聞紙

保冷剤

シーツ

タオル

棺

供花

Preparation

+ + + +

いつかは訪れる、最愛のペットとの別れ。私たちは、つい、ペットとの生活が一生続くと思ってしまいます。
しかしそれは、現実には難しいことです。老衰や長い闘病生活の後に亡くなることもありますが、予期せぬ
病気や事故などで、突然その日がやってくることもあります。いつもそれを考えながら生活をするというのは
寂しいものですが、最期の日がくるのだということを、きちんと理解しておきましょう。いざその日がきたら
パニックになってしまったり、気持ちが落ち込みすぎて何も考えられないという方がほとんどです。後から、
「もっとこうしてあげればよかった」と後悔することのないよう、ペットの死が現実に起こり得るということを、
冷静に考えておきましょう。

こころの準備
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参考図

亡くなってしまった時に必要なもの
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火葬の段取りができたら、その日までにお家で小さなお葬式をあげましょう。棺を用意し、専用の布団や
タオルを敷き、ご遺体を納め、お花やフードなどを入れます。お手紙をそえても良いですね。姿かたちがあるの
は今だけなので、優しくなでたり、触れたりしながら、思い思いに過ごしてください。

火葬した後に残るのは骨だけになってしまいます。毛やひげ、足あと（スタンプのようにします）など、
ペットの形見として残せるものは残しておくことをおすすめします。たとえば、毛はストラップにしたり、
小さな遺品はカプセルに入れて持ち歩くこともできます。また、お骨を埋葬する場合でも、一部だけ
ミニ骨壷におさめて手元で供養することもできます。いずれにしても、 「こうしておけばよかった」
ということのないように、あらかじめ考えておきましょう。

お家でお葬式

～ 火葬について ～Cremation
火葬業者には、ペット霊園、移動火葬車、寺院、公営火葬場などがあります。ご家族の都合はもちろんですが、
その後の供養まで考えると、お願いできる業者さんが限られてきます。個別に火葬をするのか、合同で火葬を
するのかなど、事前に決めておきましょう。

火葬の段取り

火葬の後、お骨を埋葬するのか、施設に預けるのか（納骨堂など）、お家に持って帰るのか、あらかじめ
決めておきましょう。ペット霊園や寺院の場合には、その場で埋葬したり、預けることができる場合が多く、移動
火葬車や公営火葬場だと、持ち帰りしかできないことが多いようです。業者さんによってできる・できないが変わ
ってきますので、あらかじめ検討しておきましょう。

お骨について

生きた証を残そう

ディアペットでは衛生上の理由からも火葬することをお勧め致します。ご自宅のお庭にご遺体をそのまま埋める場合、
ほかの小動物たちに荒らされたり、表面に出てきてしまうことがあります。50cm以上の深さの穴を掘って埋めましょう。



ペット霊園や寺院などでは、供養祭といって、僧侶
に拝んでいただいたり、塔婆を建立するなど、他の
動物たちと一緒にきちんとした供養の機会をいた
だくことができます。毎日読経したり僧侶をお呼び
するのは難しいこともありますので、供養祭に参加
するのも良い供養になるでしょう。
ディアペットでも毎月供養祭を行っています。遠方
の方のためのオンライン供養祭もございますので
お気軽にご参加ください。
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喪中ハガキ・挨拶状

Pet memorial ～ ペット供養 ～

火葬後の供養
火葬が終わると、本当に居なくなってしまったんだ・・・と実感される方が多いようです。使っていたケージや
食器、おもちゃなど、いつもの生活用品が思い出の品に変わります。これらのものは、無理に処分する必要は
ありません。まずはご自身の心のケアを大切に、気持ちが落ち着いてから考えましょう。

お参りに行く
ペット霊園や寺院にも、定期的にお参りに行きましょう。もし納骨堂にお骨を預けているのであれば、後の
ページでお話しする「祈りの場」を納骨堂の中に作ります。可愛らしく、わが子にぴったりなうちの子らしい
納骨堂になるといいですね。

供養祭に参加する

最近では、人と同じように喪中ハガキを送る方も増えています。お世話になった動物病院や、
仲良くしてくれたお友達などに、感謝の気持ちを込めて送りましょう。喪中ハガキは新年の
挨拶を辞退するためのものですので、11月下旬～12月上旬に送りましょう。ディアペット
では、通年を通して送れる、ペットの旅立ちを知らせる挨拶状のご用意もございます。
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ペット供養とは、ペットに生前の感謝や溢れる想いを伝えることです。亡くなってしまった、その瞬間に
フォーカスするのではなくて、出会った日のこと、楽しかった日のこと、嬉しかった日のこと・・・
ペットが私たちに与えてくれた素晴らしい時間を思い出してください。そうすることで、私たちの心の中で
ずっと生き続けるのです。

涙が止まらない  つらくて仕方がない方へ

亡くなってしまった悲しみや辛い気持ちは、言葉
では言い表せないものです。何度となく別れを
経験しても、その苦しみは変わりません。ディア
ペットのスタッフですらそうなのですから、それは
ごく自然なことだと思ってください。決してご自身を
責めたりせず、泣きたいときは泣き、ご自身の
気持ちを受け止めてください。ただ、食事が全く
摂れない、眠れない、日常生活が難しい状態の
ときは、無理をせず医療機関を受診しましょう。

旅立つ瞬間に一緒に居られなかった、不注意で
命を落としてしまったなど、さまざまな状況が
あるかと思います。一概には言えないかもしれ
ませんが、そんなあなたを、あの子は恨んだり、
怒ったりするでしょうか。生前のわが子を思い
出してください。どんな状況であっても、私たちを
許し、受け入れてくれませんでしたか。動物たちは、
最期の時を自ら選ぶとも言われています。それが
どんな別れであっても、あの子が選んだこと
なのかもしれません。できる限り、尊重してあげ
たいですね。少なくとも、いまわが子について
深く考え、想い偲ぶ気持ちは、きっと届きますよ。

旅立ちの瞬間に後悔がある方へ

ディアペットが考えるペット供養の基本

大事な家族であり、パートナーでもあるペットたち。その存在を失った時には、大きな喪失感と後悔が頭
をよぎるでしょう。さまざまなことが、冷静に判断できない場合もあります。ペットを亡くしたとき、人は
誰もが、冷静な状態ではありません。悲しみを感じ、涙し、辛い気持ちになるのは当たり前のことです。
ごく自然なことですので、あせる必要はありません。



７

・骨壷がある場合

・骨壷がない場合

Q：お骨をお家に置いてもいいの？

A:ディアペットでは、ご家族のお気持ちを第一に考えた供養を提案しています。まだ一緒にいたいな、と思う気持ちがある

   なら、お家で一緒に居ても良いでしょう。実際に、ディアペットでお仏壇などをお求めになる8割の方がお家にお骨を

   置いています。時折、お寺でないと成仏できないのでは、というご質問もお受けします。供養には、正しいことも間違っ

   ていることもありません。大切なのは気持ちです。ディアペットでは、ご家族が納得できること、気持ちよく供養できるこ

   とが一番大切だと考えています。

骨壷を中心に祈りの場を作ります。骨袋は定期的に交換しましょう。お洋服をお着替えするような気持ちで、季節ごとに
変えても良いですし、命日などに合わせて変えても良いでしょう。しばらくご自宅で安置するなら、お仏壇の中におさめる
のも良いですね。骨壷がぴったり納まるお仏壇もありますし、人と同じようなお仏壇もあります。

お位牌やお写真を中心に祈りの場を作ります。生前好きだったものや、思い出の品を飾って、愛らしいスペースにしましょう。
仏具などを置いて、お線香を手向け手を合わせる場所にしていきます。

元気だったころのお写真や、思い出の品を飾って、手を合わせる場所を作りましょう。可愛い仏具を置いて
供養すれば、きっと喜んでくれるはず。悲しみの心も癒されるでしょう。

ご自宅で手を合わせる場所「祈りの場」作りについて

Inori place ～ 祈りの場 ～

Q：もっと身近にコンパクトにご供養する方法はありますか？

A:お骨壷が大きすぎる場合には、粉骨（お骨のパウダー加工）がおすすめです。専用の機械により粉砕する事により、さら

　さらのパウダー状になり、容量が1/3～1/4程となります。粉骨をしてコンパクトな骨壷にうつしてあげる事で圧迫感が

　なくなり、お部屋にも自然に馴染み、いつも一緒にいる事ができます。また、お持ち歩きできるサイズの骨壷やカプセル

　に遺骨を入れれば、生前のように一緒におでかけしたりと、より身近なかたちで供養をすることができます。



きちんと供養したいなら
仏教にならった場合、ディアペットでは、「火を灯し、香を手向け、りんを鳴らし、手を合わせる」ことが供養の基本であると
考えます。仏具は5点（花立、水入れ、供物皿、ろうそく立て、香炉）と、おりんを用意すると良いでしょう。仏具といっても、
パステルカラーの可愛いものや、ガラス製のきれいなものなど、仏具のイメージを変えてくれるような物も沢山あります。可愛い
わが子だからこそ、可愛い仏具を用意しましょう。

８

香炉（香皿、香立て）
お線香を手向けるために使います。お線香は亡くなったペットや仏様の食べ物といわれ、
お供えとして欠かせないものです。その場を清める意味もあります。

ろうそく立て（燭台）
ろうそくの火を灯すために使います。お線香に火をつけるときに使うだけでなく、
煩悩（苦しみ）に光を当てたり、その場を清める意味もあります。

花立
お花をお供えするために使います。美しいものをお供えし、ペットと祈りの場を飾ります。
生花でもプリザーブドフラワーでも、造花でも構いません。美しく保てるものを選びましょう。

供養皿（供養台、飯台）
食べ物をお供えするために使います。生前好きだったものや、いつものフードなどをお供えしましょう。
皿を使わずにフードをパッケージや缶のままお供えしても良いでしょう。

水入れ（湯呑）
お水をお供えするために使います。いつも清潔なお水を用意しましょう。

おりん
読経の合図として使われるもので、その音色は天まで届くといわれています。場を鎮める意味もあります。
手を合わせる前に叩き、その音色に包まれる時間は、癒しの効果もあります。

Q：いつ手を合わせればいいの？

A:会いたい、想いを伝えたいと思うときならいつでも良いでしょう。毎朝、という方もいらっしゃれば、1日3回という方、時 と々

　いう方もいらっしゃいますが、どれも間違っていません。できれば1日1回は、ゆっくり手を合わせて在りし日を偲び、想いを伝えたいですね。

A:仏具の素材にもよりますが、乾いた布もしくは水で濡らした布で優しく拭くのが基本です。お線香のヤニは時間がたつと落ちにくくなるので、

　マメにお手入れすることをお勧めします。燃え残ったお線香や灰もきれいにし、気持ちよく供養ができるようにしましょう。おりんなどの真鍮

　製品は酸化しやすく、変色します。素手で触らないように注意しながら、乾いた布で拭くか、真鍮磨きなどを利用してお手入れしましょう。

　なお、仏具も消耗品です。使っていくうちに劣化するものですので、たとえば水漏れがある、ろうそくの芯がグラグラするなど、購入当初と違う

　ことがあれば、安全のためにも早めに新しいものを用意しましょう。

仏具の意味について

Q：お手入れはどうするの？
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お位牌は供養の必需品
人の場合、四十九日に納骨をする際、お位牌に魂を移します（宗教宗派、地域、慣習等により異なる場合もあります）。四十九日

の法要を行うのであれば、お位牌が必要です。なお、法要をしたい場合には、お近くのペット霊園や寺院などに相談してみ

ましょう。ディアペットでも、毎月住職をおまねきし、魂入れの法要を行っております（オンライン供養もございます）。

法要はしないけれど、生きていた証を残すためにも、お位牌をお作りになることをお勧めします。頭をなでるように触れるこ

ともできますし、かたちとして残るものを作るのは心の拠り所にもなります。何年も前に亡くなったけれど、まだ作ってあげてい

なくて、という方もお店にはいらっしゃいます。四十九日を過ぎてしまっても供養はできますので、作ってあげたいと思ったときに

かたちにしましょう。

お友達のペットが亡くなってしまったら
お線香やろうそく、仏具などをお悔みのしるしに贈りましょう。お花を贈るのも良いですが、ただでさえ日常生活もままならない

中、お水を変えたりするのは大変です。美しい造花やプリザーブドフラワーなどを贈るのも良いでしょう。また、心と体を癒す甘い

ものも喜ばれます。ペットのお悔やみ用クッキーを選ぶと安心です。

　



お位牌は供養の必需品
人の場合、四十九日に納骨をする際、お位牌に魂を移します（宗教宗派、地域、慣習等により異なる場合もあります）。四十九日

の法要を行うのであれば、お位牌が必要です。なお、法要をしたい場合には、お近くのペット霊園や寺院などに相談してみ

ましょう。ディアペットでも、毎月住職をおまねきし、魂入れの法要を行っております（オンライン供養もございます）。

法要はしないけれど、生きていた証を残すためにも、お位牌をお作りになることをお勧めします。頭をなでるように触れるこ

ともできますし、かたちとして残るものを作るのは心の拠り所にもなります。何年も前に亡くなったけれど、まだ作ってあげてい

なくて、という方もお店にはいらっしゃいます。四十九日を過ぎてしまっても供養はできますので、作ってあげたいと思ったときに

かたちにしましょう。
　

Shop

ディアペット大阪

大阪府大阪市都島区
片町1-6-7
TEL：06-6948-6490
営業時間：12～17時
定休日：木曜日

ディアペット名古屋

愛知県名古屋市
千種区末盛通3-30
TEL：052-764-9090
営業時間：12～17時
定休日：木曜日

Online Shop

Related Sites
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全国ペット霊園・火葬場情報サイト 
ディアペットメモリアルパーク

http://www.dearpet.jp

保護犬・保護猫支援サイト
いのちのバトンプロジェクト
http://baton.dearpet.jp
ペットと入れる霊園紹介サイト
ペットと家族のお墓ナビ

http://dearpet-ohaka.jp

詳細はWEBサイトを

ご確認ください

ディアペット東京

東京都千代田区麹町5-6-4
TEL：03-6910-0635
営業時間：10～17時
定休日：なし

（セレモニールーム併設）

ディアペット埼玉

埼玉県さいたま市見沼区
東大宮2-38-6
TEL：048-661-2100
営業時間：10～17時
(12~13時休憩)
定休日：祝日

（配送センター併設）

ディアペット横浜

横浜市神奈川区
西神奈川1-19-10
TEL：045-834-9758
営業時間：12～17時
定休日：木曜日

http://dearpet.memorial/ 

体験記・コラム・オーダーギャラリー
ディアペット メモリアルコラム
https://pet-inori.com/wp/

　



※この情報は2022年9月現在の情報です。無断複写・転写等は禁じます。

この本に書かれた内容は、株式会社インラビングメモリー（ペット仏壇・仏具のディアペット）の考えに基づいて書かれています。

宗教や宗派、地域等の慣習はもとより、行政、火葬施設等により火葬や供養についての考え方、仕組み等が異なる場合がございます。

この本に基づいてお客様が行動された場合おいても、当社では一切の責任を負いません。

発行時点の情報に基づいています。予告なく変更や取り扱いの終了等がございます。

©株式会社 インラビングメモリー


